れいの、 璽 光尊と かいう ひとの 騒ぎの、 すこし 前に、 

あれと やや 似た 事件が、 私の 身辺に 於いても 起った。 

私 は 故郷の 津 軽で、 約 一年 三 箇月 間、 1^ 謂 疎開 生活 

をして、 そうして 昨年の 十 一 月に、 また 東京へ 舞い戻つ 

て 来て、 久し振りで 東京の さまざまの 知人た ちと 旧交 

を あたためる 事 を 得た わけで あるが、 細 田 氏の 突然の 

来訪 は、 その 中で も 最も 印象の 深い ものであった。 

細 田 氏 は、 大戦の 前 は、 愛国 悲詩、 とで もい つたよ 

うな、 おそろしく あまい 詩 を 書いて 売ったり、 また ド 

イツ 語 も、 すこし 出来る らしく、 ハイネの 詩な ど 訳し 

て 売ったり、 また 女学校の 臨時雇いの 教師に なったり 



りで、 外へ 出す の も 気が かりであった。 この 勢いだ と、 

彼 は 本当に その 一 ばん 上の 兄さんの 居所に 押し かけて 

行って 大騒ぎ を 起さぬ とも 限らぬ。 そうして、 その 門 

前に 於いて、 彼の 肉親の 弟 だとい う 私 (太 宰) の 名前 

を も 口走り、 私が 彼の 一 味の ように 誤解 せられる 事な 

どあって は、 たまらぬ。 彼 を このまま、 ひとりで 外へ 

出す の は 危険で ある。 

「だいたい わかりました けれども、 私 は、 その 一ばん 

上の 兄さんに 逢う 前に、 私たちのお 母さんに 逢って、 

直接 また いろいろ とお 話 を 伺つ てみたい と 思います。 

まず、 さいしょに、 私 をお 母さんの ところに 連れて行つ 
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